
2024年 3月 17日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…サンキ・ウエルビィグループホーム玉湯 

サービス種類…認知症対応型共同生活介護 

会議開催日…2024年 3月 14日（木） 10 時 00分～ 

開催場所…  ＧＨ玉湯交流スペースにて 

 

〇運営状況報告 

① 運営状況の報告 

※詳細は別紙にて報告する。 

１Ｆ→平均介護度2.56  

  【入居退去者】→なし     入院者→なし 

   

  ２Ｆ→平均介護度3.6  

【入居退去者】→なし      入院者→なし 

  

入居待機者→12名 

 

② 職員体制 

※詳細は別紙にて報告する 

 

〇施設の取組み報告 

2 月 3 日に節分会を開催しました。午前中に二体の若い鬼が登場しました！大笑いしな

から眺めておられた方や、顔を隠し本気で怖がっておられる方もおられ大変盛り上がり

ました。豆に見立てた新聞ボールを鬼に向かって投げつけ、「鬼は外-！福は内―！」と思

いっきり大きな声を出し、鬼を退治し邪気払いをされました。本来であれば、昼食には恵

方巻を食べて頂きたかったのですが、海苔が噛み切れない方が多くおられるため、今年

は午後のお茶の時間に甘納豆入りのスタッフ手作りのケーキを召し上がっていただきま

した。各ユニットに分かれて、1Ｆの利用者さまは割りばしを使い『豆つかみゲーム』にチャ

レンジ！上手に箸で豆をはさんでおられました。2Ｆの利用者さまは、手作りケーキの上

に自分で生クリームを絞りトッピングに挑戦！ボリューム満点のケーキが完成しました。 

3 月３日はひなまつり会を開催しました。お昼は菜の花のちらし寿司を召し上がられ、春

の訪れを感じておられました。午後のお茶の時間には、桜あんのどら焼きと甘酒をお出し

しました。スタッフ手作りのお雛様の色紙をお一人ずつにプレゼントし、記念撮影会を行

いました。「昔は、七段飾りのひな人形を飾っていましたよ」「今は時代も変わり金髪のひ

な人形もありますよ(笑)」と楽しい会話も聞こえてきました。 



 

〇身体拘束適正化委員会 

※別紙議事録にて報告する。現在、身体拘束の事例なし。 

 

 

〇取り組み状況についてのご意見、ご感想 

（地域包括） 

いつも素敵なお便りを作っておられ、利用者さんの表情を見てもとてもいい笑顔で楽しそ

うな雰囲気が伝わってきます。 

（利用者ご家族さまより） 

忙しい日々の中で、いつもこまかな配慮をしながら様々な企画を考えて下さり感謝してい

ます。今まで 1Ｆ、2Ｆの利用者さんは全員女性陣でしたが、男性の方１名が入られたことで

また、雰囲気が違ってくるんじゃないかなぁと思います。 

 

 

○事業所自己評価・外部評価 

事業所自己評価を行い、この度の運営推進会議を用いて話し合いを行い、外部評価をし

ていただきました。その中で、今後の課題もたくさん見えてきました。地域の中で根づい

ていくためには、まずは地域の方との交流や繋がりが重要ですが、事業所が単体の建物

になってしまっているため、今後はもっと事業所のアピールをしていきながら地域の方と

の繋がりが持てるような事業所づくりを目指していきたいと思います。（施設より） 

 

 

 

※貴重なご意見やご感想等ありがとうございました。今後のより良いサービス向

上に活かしていきたいと思います。 

 

〇次回の運営推進会議の確認 

・2024年 5月(予定) 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。  〇 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  〇 

 


